











































































































ぶ）は，-' ○○，- ○ ' ○，- ○○ ˉ ３種である（- は形態素の切れ目，' は核，
ˉ は無核）。５拍語のみを扱うので，本稿では，複合語全体の語頭から数え































































































































































































































































































































































































後部ア 類 複合語ア 後部数 後　部　要　素
H1 1 3 2 ＊サキ（崎），モチ（黐（植物））
H1 2 0 4 ＊カタ（型），カタ（方［方法］），ムラ（村），ワザ（業）
H1 2 3 7 イシ（石），
＊カキ（垣），＊カタ（潟），カワ（川），＊ツ
カ（塚），ハギ（脛），ヒメ（姫）
H1 2 4 2 ＊コロ（頃），キタ（北）
H1 2 0, 3s 2 ワザ（技），＊カタ（方）
H1 2 0, 4s 1 ヒジ（肘）
H1 2 3, 0 2 ＊クラ（鞍），＊ツマ（褄）
H1 2 3, 0s 5 イワ（岩），
＊ツマ（妻），＊ハタ（機），＊ハタ（旗），＊ヒ
ト（人）
H1 2 3, 1s 1 ＊カワ（川［複合語 H1はイマデガワ（今出川）１語］）
H1 2 3, 4 2 ＊テラ（寺），＊カミ（紙）
H1 2 3, 4, 0 1 ＊フミ（文）
H1 2 3, 4, 0s 1 ＊セミ（蝉）
H1 2 3, 4s 3 タビ（旅），マチ（町），ユキ（雪）










H1 3 0, 3s 8
＊シマ（島），＊シリ（尻），＊ハナ（花），モノ（者），モ
ノ（物），モン（者），モン（物），ヤマ（山）
H1 3 0, 3s, 4s 2 ＊ツラ（面），ムロ（室）
H1 3 3, 0 9 アシ（足），イヌ（犬），ウデ（腕），
＊クラ（蔵），＊コト
（言），＊シオ（潮），シオ（潮），ヤミ（闇），ワタ（綿）
H1 3 3, 0s 5 アミ（網），イモ（芋），ウマ（馬），＊シタ（舌），ナミ（波）
H1 3 3, 1s 2 シマ（島），
＊トシ（年）［複合語 H1（も）はショードシ
マ（小豆島）・オナイドシ（同い年）など］
H1 3 3, 4 9
＊カミ（髪），＊カミ（神），＊クリ（栗），シー（椎），＊スシ
（寿司），＊スミ（墨），ナワ（縄），フジ（富士），ユビ（指）
H1 3 3, 4, 0 5 オニ（鬼），＊クマ（熊），＊スミ（炭），＊ホネ（骨），ミミ（耳）
H1 3 3, 4s 6
＊サオ（竿），＊サオ（棹），＊スネ（脛），＊ツナ（綱），＊
ハケ（刷毛），ユビ（指）
H1 3 3, 4s, 0s 2 ＊クモ（雲），＊コケ（苔）

































































































































































話者別数 71 57 34 30 14 13 10a 11 10b 09 08 03 0 －2 野洲 中川 合計
H0 14 26 20 20 24 34 50 35 30 11 34 27 36 33 22 38 454
L0 5 9 10 10 10 8 15 8 12 2 11 8 10 11 6 10 145
H3 80 98 55 54 96 57 79 94 114 52 59 78 89 101 35 48 1189
H4 15 33 23 27 36 32 34 40 8 14 42 40 34 28 41 67 514
L3 30 37 22 24 38 25 31 29 43 15 28 44 25 34 11 24 460
L4 7 15 12 14 14 21 19 15 12 4 29 25 20 15 19 26 267
151 218 142 149 218 177 228 221 219 98 203 222 214 222 134 213 3029
話者別％ 71 57 34 30 14 13 10a 11 10b 09 08 03 0 －2 野洲 中川 平均
H0 9 12 14 13 11 19 22 16 14 11 17 12 17 15 16 18 15 
L0 3 4 7 7 5 5 7 4 5 2 5 4 5 5 4 5 5 
H3 53 45 39 36 44 32 35 43 52 53 29 35 42 45 26 23 39 
H4 10 15 16 18 17 18 15 18 4 14 21 18 16 13 31 31 17 
L3 20 17 15 16 17 14 14 13 20 15 14 20 12 15 8 11 15 
L4 5 7 8 9 6 12 8 7 5 4 14 11 9 7 14 12 9 
表10　後部 L2和語
話者別数 71 57 34 30 14 13 10a 11 10b 9 8 3 0 －2 野洲 中川 合計
H0 8 12 10 10 13 12 18 12 12 7 11 12 12 13 10 9 181
L0 7 5 4 4 4 7 8 3 3 4 9 5 3 6 6 8 86
H3 31 9 11 15 31 5 18 15 44 20 8 8 27 32 9 3 286
H4 13 49 37 38 33 39 35 47 11 20 31 28 34 32 22 50 519
L3 16 5 5 5 7 4 9 4 11 7 1 5 5 7 6 2 99
L4 6 24 24 23 23 19 25 26 28 5 30 38 24 28 24 23 370
　 81 104 91 95 111 86 113 107 109 63 90 96 105 118 77 95 1541
話者別％ 71 57 34 30 14 13 10a 11 10b 9 8 3 0 －2 野洲 中川 平均
H0 10 12 11 11 12 14 16 11 11 11 12 13 11 11 13 9 12 
L0 9 5 4 4 4 8 7 3 3 6 10 5 3 5 8 8 6 
H3 38 9 12 16 28 6 16 14 40 32 9 8 26 27 12 3 19 
H4 16 47 41 40 30 45 31 44 10 32 34 29 32 27 29 53 34 
L3 20 5 5 5 6 5 8 4 10 11 1 5 5 6 8 2 6 




































れ H0（乗り，止め）と H1（飲み，食べ。下の世代では L2なども）である。
後部要素が体言の場合の４の現れやすさは L2＞L0＞H1＞H0の順であった。
表11　前部体言後部動詞連用形
複合語ア 後部数 複合語ア 後部数 複合語ア 後部数
オ格・行為・連濁 ガ格・連濁 ガオ格以外・連濁
0 7 0 2 0 36
4 1 3, 0s 1 4 2
0, 4s, 3s 1 ガ格連濁以外 0, 3s 1
4, 0 1 0 5 0, 4s 2
オ格・行為・連濁以外 0, 4 1 0, 4s, 3s 1
0 2 0, 4s 2 4, 3s, 0s 1
4 26 4, 0s 1
3, 4s 1 　 　 ガオ格以外・連濁以外
4, 0s 4 　 　 0 35
4, 3s 1 　 　 4 3
オ格・行為以外・連濁 　 　 0, 3 1
0 13 　 　 0, 3s 1
0, 3s 1 　 　 0, 3s4s 1
4, 0s 1 　 　 0, 4 1
オ格・行為以外・連濁以外 　 　 0, 4s 7
0 1 　 　 3, 0 2
4 20 　 　 3, 4, 0 1
0, 4 2 　 　 4, 0 1
0, 4s 3 　 　 4, 0s 3

































































































































































































































イ（ 大 ）， ビ ン（ 便 ）， ヘ ン（ 編 ）， 
＊ハン（版）；ケン（犬），セン（戦），
セン（扇），セン（泉），セン（船），
＊バン（板），ビョー（病）」などであ
る。これらは下の世代の京都では共通
語化によって無核になっている場合も
多い。和語の該当語を表15に示す。
表15　京都・東京の相違―後部 H1和
語で東京に平板が多いもののみ―
京都 東京
＊トキ
＊トシ
モノ
モノ
モン
モン
ヤマ
ヤミ
＊カミ
＊スミ
＊クサ
＊スネ
＊ツナ
ナワ
キタ
メシ
時
年
者
物
者
物
山
闇
髪
墨
草
脛
綱
縄
北
飯
3
3
0, 3s
0, 3s
0, 3s
0, 3s
0, 3s
3, 0
3, 4
3, 4
3
3, 4s
3, 4s
3, 4
4
4, 3s
0
0
0
0
0
0
0
0
0, 3
0, 3
0, 3
0
0, 3
0, 3
0
0, 3
（ 50 ）
表からわかるように，和語は多くが３類の類別語彙である。和田仮説（５拍
複合語で，後部要素２類は３，３類は０）は，東京でもあまり規則的に成り
立たないが，京都を含む中央式に比べれば，やや有効性が高いと言える。な
お，和田論文は，後部が類別語彙４・５類の場合複合語アを４とするわけで
あるが，これについては５節で述べたやや古めの中央式ア（②）によってい
る可能性もある反面，２・３類の場合に準じて，東京アとの規則的対応がや
や顕著なアに拠られた可能性（橘1990に寄せられた和田氏序文を参照）もあ
る。
なお，１類でも東京のほうがいくらか０が多い。類別語彙では，＊カオ
（顔），＊クチ（口），＊コシ（腰），サキ（先）。＊シワ（皺）の５語が該当す
る。これにも注目すべきであろう。
ともあれ，中央式よりも東京の方に２・３類の区別の痕跡が残っている可
能性がある。中央式に比較的近い地域に分布する東京式に，単独でも２・３
類の区別の名残を思わせる特徴を持つ地域が散在することを考えれば，内中
輪東京式諸方言の複合名詞の精査が必要である。
ｂ）後部要素が動詞連用形の場合
後部要素が動詞連用形の場合は，一々の調査結果の提示は省略するが，前
部が体言で，オ格かつ連濁以外の場合は，京都では４が非常に優勢である一
方，東京では３になるのが原則（『新明解日本語アクセント辞典』p.22）。
例：「帽子掛け（京都 L4，東京３），空気抜き（京都４，東京３）」。この相
違がどのような意味を持つのかは不明確である。０になる条件には顕著な相
違がないようである。
ｃ）後部要素が形容詞関係の場合
後部要素が形容詞語幹の場合，京都０，３，東京０の傾向が強い。例「望
み薄，見込み薄」。後部が「～さ」の場合，京都０，東京４。
（ 51 ）
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